
 
 
 

 

 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

１ 商品のご案内 
（１）商品名 

お座敷プラレール号で行く秋のぐんまの旅 

     ～碓氷峠鉄道文化むらを楽しもう！～ 

 

（２）出発日 

２０１８年１１月１０日（土）限定 

                                   お座敷プラレール号  

２ 商品概要 
   ・お座敷列車の車内では、(株)タカラトミー様のご協力により鉄道玩具“プラレール”をお楽しみい

ただけます。 

・４号車は「イベントカー」としてプラレールジオラマを設置し、プラレール車両「Ｅ２３３系湘南

色」、「Ｅ２１７系横須賀線」などでお楽しみいただくことができます。 

・その他の各車両にはプラレール製品（レール、情景部品等）をご用意いたしますので、ご自由にご

利用ください。※プラレール車両は４号車「イベントカー」を除いてご用意はございません。当日

お客さまご自身でご持参ください。 

・横川駅到着後は、横川駅前「おぎのや」本店にて「峠の釜めし」をお受け取りのうえ、「碓氷峠鉄道 

文化むら」をお楽しみいただけます。屋外には歴史的車両が多数展示されているほか、お帰りの時間 

まで碓氷峠などで活躍した電気機関車や、蒸気機関車、ディーゼル機関車など多くの車両をご覧いた 

だけます。また、園内にはミニＳＬ（有料）や、鉄道資料館などがございます。 

 

 

 

 

  

 

ＪＲ東日本横浜支社では、秋の行楽シーズンに合せて、お子さま連れのご家族にもおすすめの「お座敷プ

ラレール号で行く秋のぐんまの旅～碓氷峠鉄道文化むらを楽しもう！～」を発売いたします。 

お座敷列車の車内では、鉄道玩具“プラレール”でご自由に遊びながら旅をしていただけます。また、碓

氷峠鉄道文化むらには歴史的な車両が多数展示されており、「鉄道」を満喫できる旅になっております。 

 ぜひ、ご家族で１日「鉄道」を楽しむ旅にお出かけください。 

 

お座敷プラレール号で行く秋のぐんまの旅 

～碓氷峠鉄道文化むらを楽しもう！～を発売します！ 

２ ０ １ ８ 年 ９ 月 ２ ７ 日

東日本旅客鉄道株式会社

横 浜 支 社

お座敷プラレール号 

「イベントカー」車内 

プラレール「Ｅ２３３系湘南色」 

 

プラレール「Ｅ２１７系横須賀線」

 



 
 
３ 旅行行程 

     

                                  

 

 

 

 

 

 

                                     

碓氷峠鉄道文化むら 

４ 旅行代金・その他 
（１）旅行代金（お一人様）  

おとな９，８００円 こども（３歳以上小学生まで）７，３００円 

旅行代金には、旅行行程に必要な運賃、グリーン車指定席券、 

昼食(おぎのや「峠の釜めし」)、碓氷峠鉄道文化むら入園券  

が含まれます。 

（２）発売条件 

・お申込みは、おとな１名を含む２名様以上でお申込み下さい。 
      ※３歳以上小学生までのお子様のみのお申込みはできません。 

・３歳未満のお子様は無料です。 
※３歳未満のお子様はおとな１名につき１名まで同伴できます。 

（座席・お弁当はございません） 

（３）募集人員  

１２０名（最少催行人員２名） 

（４）発売開始日 

２０１８年１０月３日(水)１４時から 

(５) 発売箇所 

     ・川崎、横浜、大船、平塚、武蔵溝ノ口、町田の６駅のびゅうプラザ 

・びゅう予約センター （０５７０－０４－８９２８）  

 (携帯電話・ＰＨＳ・ＩＰ電話・ひかり電話・公衆電話からは０３－３８４３－２００１) 
      ※びゅう予約センター営業時間 平日９：３０～１８：００ 土曜・休日１０：００～１８：００ 

(６) 旅行企画・実施 

      (株)びゅうトラベルサービス 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

© ＴＯＭＹ 「プラレール」は株式会社タカラトミーの登録商標です。 

 

 
※画像はすべてイメージです 

11:27頃着 

 

横川駅 

 

14:48頃発 

8:12頃発 

 

横浜駅 

 

18:12頃着 

横川駅到着後は、お帰り 

の時間まで「碓氷峠鉄道文

化むら」をお楽しみいただ

けます。 

「プラレール」とは 

鉄道玩具 「プラレール」 は、２０１９年に発売６０周年を迎えるロングセラーの鉄道玩具です。１９５９年に「プラ

レール」の原型である「プラスチック汽車・レールセット」が発売されてから半世紀以上、身近な“鉄道”をテーマに、

子どもたちが社会を学び、創造力を育む玩具として愛されています。青いレールを自由につなげて線路をレイアウトし、

３両編成の列車を走らせることが基本の遊び方です。発売当時から現在まで、青いレールの規格は統一されており、現

在では親子三世代にわたり親しまれています。日本国内ではこれまでに、累計約１，４３０種類、１億６，５００万個

以上を販売しています（２０１８年３月末現在）。 

おぎのや「峠の釜めし」 


